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《 第 1 回運営指導委員会・ 令和元年 11 月 19 日》  

① 主な報告事項 

・  1 学年取組概要について 

・  研修・ 視察・ 見学の実施状況について 

・  事業の進捗状況について 

② 助言・ 提言 

・  山北町と し て、 地域創生・ 地域活性化のための委員会の見直し を行う 予定であり 、 高校と の

リ ンク が必要だと 考えている。 小中高の一貫し たカ リ キュ ラ ムが必要であろう 。  

・  学校目標に現在の取組に係る部分を取り 入れてみたら どう か。  

・  県外から の生徒を入れてみるのはどう か。   

・  I CT の活用など教職員への周知方法を工夫する必要がある。  

・  探究活動と キャ リ ア教育をつなげるこ と が必要。  

・  １ 学年から 他学年に発信し ていく 。 また、 町全体に山北高校の取組を発信し ていく こ と の重

要性を再認識し た。 生徒たちが発信するよう になると 良い。  

・  全国各地の学校の様子から 、 教員が一丸と なっ て進めていく こ と が困難さ を伴う こ と は認識

し ている。 大切なこ と は教員の取組に対し て、 管理職が評価等をするこ と で価値のあるも の

にし ていく こ と である。  

《 第２ 回運営指導委員会・ 令和２ 年１ 月 31 日》  

① 主な報告事項 

・  文部科学省へ提出する各種書類について 

・  先進校視察について 

・  令和２ 年度事業計画について 

②  助言・ 提言 

・  学びの質を高めるこ と が大切。 そし て、 どのよう に担保し 測定するのかを意識すると 良い。  

・  教員にと っ て、 探究活動の指導をする上で最も 負荷がかかっ たこ と が何であっ たかを 考え、 分

析し ておく こ と が、 次へつなげる上で重要である。  

・  組織の横の連携が大切。 連絡調整が難し いのなら ば、 Teams を使っ たり 、 Slack を使っ たり す

るこ と を考えても 良い。 会議日程の調整などは、 全員の予定をネッ ト 上で把握でき るよう にす

るこ と で、 より たやすく 対応できるのではないか。  

・  様々な方面に発信し て行く こ と が大事。 山北町の広報活動などを活用するこ と も 考えると 良い。

協賛企業の紹介をするこ と により 、 企業のモチベーショ ンも 上がるのではないか。  

・  学校から の地域への PR も 強化し ていく こ と も 大切。 積極的に発信し てはどう か。  

・  学校と コ ンソ ーシアムの関係は、 学校はオーダーする側で、 コ ンソ ーシアムが支援すると いう

形が良い。学校がメ イ ンで動いていては大変。連絡・ 調整を行う 外部組織をコ ーディ ネート する

必要がある。生徒が発表する際に、企業に支援し ても ら う こ と を考えると 良い。外部での行事に

参加するこ と で体験と する。  

・  生徒の発表の機会を作るこ と が大切。生徒は変わっ ていく 。可能性が広がる。生徒の姿を企業に

見せる工夫をし たら どう か。頑張っ た生徒の姿が見えるよう にし た方が、企業は応援し やすい。  



【別紙様式７】

１ ． 本構想において実現する 成果目標の設定（ アウト カ ム）

ふりがな かながわけんりつやまきたこうとうがっこう

指定期間
2019～
2021学校名 神奈川県立山北高等学校

80.0

本事業対象生徒以外：

単位：ﾊﾟｰｾﾝﾄ

単位：ﾊﾟｰｾﾝﾄ

地域と の協働による高等学校教育改革推進事業 目標設定シート

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 目標値(  年度)

a 本事業対象生徒： 4月:50.8→2月:80.8

a 本事業対象生徒： 4月:43.5→2月:69.2

本事業対象生徒以外： 60.1

c 本事業対象生徒：

a

（卒業時に生徒が習得すべき具体的能力の定着状況を測るものとして、管理機関において設定した成果目標）

目標設定の考え方：本事業における取組を通じて、地元にいる幅広い年齢や様々な立場の人々に関わり、自分以外の多様
な考えを尊重し、他者を思いやることができる能力を習得させる。

b

（高校卒業後の地元への定着状況を測るものとして、管理機関において設定した成果目標）

単位：ﾊﾟｰｾﾝﾄ
山北町での生活を希望する生徒の割合
＊指定校にて実施したアンケートにおいて、この項目について「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と回答
した生徒の割合

本事業対象生徒： 4月:14.1→2月:20.8 20.0

本事業対象生徒以外：

単位：ﾊﾟｰｾﾝﾄ

目標設定の考え方：

（卒業時に生徒が習得すべき具体的能力の定着状況を測るものとして、管理機関において設定した成果目標）

問題発見・解決能力
*指定校にて実施するアンケートにおいて、「身の回りにある課題を発見し、その解決に向け、取り組むこと
ができますか」という項目に「積極的にできる」「できる」と回答した生徒の割合

（卒業時に生徒が習得すべき具体的能力の定着状況を測るものとして、管理機関において設定した成果目標）

身近な人や地域の取組に関わり、協力することができる能力（社会性）
＊指定校にて実施するアンケートにおいて、この項目について「積極的にできる」「できる」と回答した生徒の
割合

（その他本構想における取組の達成目標）

目標設定の考え方：本事業における取組を通じて、地元にいる身近な人々や地域の取組に関わり、積極的に協力することが
できる能力を習得させる。

64.3 ２月：68.2

２月：62.7

目標設定の考え方：「総合的な探究の時間」や学校設定科目等における地域課題の解決等の探究的な学びを通じて、課題
を発見し、解決する力を習得させる。

80.0

単位：ﾊﾟｰｾﾝﾄ
幅広い年齢の人々と関わり、多様な考えを尊重し、思いやることができる能力（他者性）
＊指定校にて実施したアンケートにおいて、この項目について「積極的にできる」「できる」と回答した生徒の
割合

本事業対象生徒： 4月:25.1→2月:88.4 90.0

本事業対象生徒以外： 77.1 ２月：75.1

本事業対象生徒以外： 6.0 ２月：9.7

目標設定の考え方：本事業における取組を通じて、山北町への愛着を深め、山北町での生活を希望する生徒の割合を増加
させる。

b

（高校卒業後の地元への定着状況を測るものとして、管理機関において設定した成果目標）

単位：ﾊﾟｰｾﾝﾄ
山北町に関係する就職を希望する生徒の割合
＊指定校にて実施したアンケートにおいて、この項目について「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と回答
した生徒の割合

本事業対象生徒： 4月:6.8→２月:18.5 20.0

本事業対象生徒以外： 5.0 ２月：10.6

b

（高校卒業後の地元への定着状況を測るものとして、管理機関において設定した成果目標）

単位：ﾊﾟｰｾﾝﾄ山北町に貢献することを希望する生徒の割合
＊指定校にて実施したアンケートにおいて、この項目について「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と回答
した生徒の割合

本事業対象生徒： 4月:49.7→2月:64.7 50.0

本事業対象生徒以外： 34.4 ２月：62.7

目標設定の考え方：本事業における取組を通じて、山北町への貢献意識を持つ生徒の割合を増加させる。

添付資料

目標設定の考え方：本事業における取組を通じて、山北町の諸産業に対する関心を高め、山北町に関係する仕事や職業に
就くことを希望する生徒の割合を増加させる。



２ ． 地域人材を 育成する高校と し ての活動指標（ アウト プッ ト ）

３ ． 地域人材を 育成する地域と し ての活動指標（ アウト プッ ト ）

＜調査の概要について＞
１．生徒を対象とした調査について

a
0 4 4

目標設定の考え方：学校一斉の研究授業を年４回実施する。このうち２回を公開する。

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 目標値(  年度)

a 0 5 12

目標設定の考え方：カリキュラム・マネジメントを推進し、本プロジェクト全体の進捗状況を管理する会議として、月に１度開催
する。

（地域課題研究又は発展的な実践の実施状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指標）

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 目標値(  年度)

c 1 2 2

目標設定の考え方：年度当初及び年度末にアンケート調査を行い、指標の達成状況を確認するとともに、次年度の改善に生
かす。

（その他本構想における取組の具体的指標）

管理機関が設定している指標に関するアンケート調査の実施

a 0 35 ５×10

目標設定の考え方：年間５回程度実施予定の生徒の探究活動に係るフィールドワーク(10分野程度を想定)において、地域の
外部人材の支援を受ける。

単位：回数×人
数

（地域人材を育成する地域としての活動の推進状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指標）

地域の外部人材の参画によるフィールドワークの実施状況

d

目標設定の考え方：

単位：
（その他本構想における取組の具体的指標）

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

全校生徒数（人） 590 630 628 630

本事業対象外生徒数 429 230 0

600

本事業対象生徒数 199 400 600

研究授業の実施

単位：回数

単位：回数

単位：回数

（地域課題研究又は発展的な実践の実施状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指標）

プロジェクト推進会議（カリキュラム開発等専門家と各教科の教科主任等で構成する会議）の開催

a

（地域人材を育成する地域としての活動の推進状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指標）
単位：

コンソーシアム連絡会議の開催回数

0 0 2

目標設定の考え方：コンソーシアム参加機関の担当者が出席する連絡会議を年度当初及び年度末に開催する。

b

（普及・促進に向けた取組の実施状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指標）

単位：回数
成果発表会の開催

0 5 3

目標設定の考え方：毎年度末、各学年ごとに生徒が実施した探究活動の発表会を開催する。



「高校魅力化評価システム_ v2 . 0 」　　［ 診断結果チェックシート総括表からの考察］
※　このチェックシートは、以下の５ 側面、４ 領域、３ 軸により、学校と地域での学びの状態を読み取り、今後のカリキュラム設計等に活かすことを意図しています。

◎５ つの側面: 「１ ． 学習活動の機会」「２ ． 地域の学習環境」「３ ． 生徒の自己能力認識」「４ ． 生徒の行動実績」「５ ． 満足度」の５ つ。

◎４ つの領域: 「主体性」「協働性」「探究性」「社会性」の４ つ。

◎３ つの軸: 「時間軸（ 過年度からの伸び） 」、「学年軸（ 各学年による違い） 」、「地域軸（ 他地域との比較） 」の３ つ。ただし、初年度のため、今回は「地域軸」のみ。

○標本数: 生徒・1 8 8 人（ １ 年生のみ） , 大人・3 0 人（ うち教員1 5 人）

※　アンケート結果の考察（ 校内）

１ 　生徒の学習活動の機会: 知己との話し合いはできるが， 外部との関わりは苦手 2 　地域の学習環境
２ 　地域の学習環境: 他地域に比して大きな差異はない， 生徒と大人で認識のズレがある ◎学校や地域社会の学習環境として雰囲気、存在、機会の高さを把握

３ 　生徒の自己能力認識: 他地域に比して主体的に考察する力， 他者と対話する力が低い ◎生徒による認識の高さと、地域の大人たちの自己認識との差（ ズレ） の大きい項目を表記

４ 　生徒の行動実績: 他との協調は意識するが， 主体的な行動を起こす傾向は低い 【全体傾向】

５ 　満足度: 他地域に比して大きな差異はないところに主体性の低さを感じる

1 　生徒の学習活動の機会
◎授業、総合的な探究、学校設定科目等における学習活動の機会の頻度

◎なお、高校１ 年生は中学校時代の学習活動の機会を回答

【全体傾向】

【特徴的な回答結果】

分類 差 割合 設問

最大差 生徒高 1 5 . 3 p t 将来のことや実現したいことを話し合える大人がいる

大人高 -8 . 5 p t 自分の暮らす地域を、外からの視点で考える機会がある

生徒 高い 8 7 . 8 % 挑戦する人に対して、応援する雰囲気がある

低い 5 2 . 7 % 地域に、尊敬している・憧れている大人がいる

【特徴的な回答結果】 大人 高い 7 6 . 7 % 目標や当事者意識を持って挑戦している人がいる

分類 特徴 割合 設問 低い 5 3 . 3 % 将来のことや実現したいことを話し合える大人がいる

１ 年生 高い 8 1 . 9 % グループで協力しながら学習や調べものを行う 他地域に 高い 7 .4 p t 地域の人や課題などにじかに触れる機会がある

低い 2 9 . 3 % 学校外のいろいろな人に話を聞きに行く 比べて 低い -9 . 0 p t 将来のことや実現したいことを話し合える大人がいる

3 　生徒の自己能力認識

 主体性 自ら課題を設定し、意志をもって（ 粘り強く） 挑戦・行動する姿勢  協働性 多様な人と協働し、新たな価値の創造に向かう姿勢

【特徴的な回答結果】 【特徴的な回答結果】

分類 特徴 差(p t) 設問 分類 特徴 ポイント 設問

他地域に 高い 0 . 5 4 私は、自分自身に満足している 他地域に 高い 0 . 3 0 自分の考えをはっきり相手に伝えることができる

比べて 低い -9 . 0 9 現状分析し、目的や課題を明らかにすることができる 比べて 低い -9 . 0 3 自分とは異なる意見や価値を尊重することができる

 探究性 未来（ よりよい人生と社会） づくりに向け、さらに学び・成⻑ しようとする姿勢  社会性 地域や社会の課題を自分事としてとらえ、積極的に貢献しようとする姿勢

【特徴的な回答結果】 【特徴的な回答結果】

分類 特徴 ポイント 設問 分類 特徴 ポイント 設問

他地域に 高い -0 . 7 9 勉強したものを実際に応用してみる 他地域に 高い 8 . 2 7 将来、自分のいま住んでいる地域で働きたいと思う

比べて 低い -1 5 . 0 9 家や寮で、誰かに言われなくても自分から勉強する 比べて 低い -1 3 . 0 9 1 8 歳選挙権を取得したら、選挙に行くと思う

4 　生徒の行動実績 5 　満足度
◎ここ最近（ １ ヶ月以内） の行動経験の頻度 ◎今の生活全般に

対する満足度

【全体傾向】 （ 1 1 段階６ 以上）

5 9 . 0 %

特徴 割合

昨年度に比べて -

学年間での差 -

他地域に比べて -2 . 8 2

◎本校へ入って

【特徴的な回答結果】 良かったと思う

分類 特徴 割合 設問 7 8 . 7 %

１ 年生 高い 6 5 . 4 % 友人などから、意見やアドバイスを求められた 特徴 割合

低い 4 2 . 0 % 地域社会などでボランティア活動に参加した 他地域に比べて -3 . 2 2

◎学びの結果としての生徒の自己認識を表示。
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令和２ 年度総合的な探究の学習「 未来探究」 をつく ろ う 会 

実施日： 令和２ 年３ 月 12 日（ 木）  

 

 

総合的な探究の時間「 未来探究」 を核と し たカ リ キュ ラ ムマネジメ ント を視野に入れ、 来年度の各教

科における評価のためのルーブリ ッ ク を作成するにあたっ て、 教員間で「 山北高校の生徒に身に付けて

ほし い力」 を考えるためにグループ協議を行っ た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜実際の意見と し てあっ た身に付けさ せたい力 一部抜粋＞ 

・  主体的に動く 力 

・  考える力 

・  情報をまと める力 

・  周囲と 協力し て取り 組む力 

・  継続し て取り 組む力 

・  創造する力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



先進校視察報告会 

実施日： 令和２ 年３ 月 17 日（ 火）  

 

 

 先進校視察担当者による報告及び先進校の取組をも と にし 、 教員間の情報共有を行っ た。  

グループ協議を行い、 各校の取組をも と に実際に山北高校で実施可能な取組について、 教員同士意見交

換を行っ た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜実際の意見と し てあっ た実現可能な取組み 一部抜粋＞ 

・  進路と 探究を結びつける活動 

・  オープンスク ールで生徒と 一緒に探究学習を行う  

・  学年縦割り の授業 

・  ユネスコ 部の創設 

・  地元の食材を使っ た商品開発 

・  地元の方と 防災ツアーの実施 

・  職員全員が取組める雰囲気づく り  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本報告書は， 文部科学省の委託事業と し て， 神奈川県教育委員

会が実施し た令和元年度「 地域と の協働による高等学校教育改革

推進事業（ 地域魅力化型）」 の成果を取り まと めたも のです。  

 し たがっ て， 本報告書の複製・ 転載・ 引用等には文部科学省及

び神奈川県教育委員会の承認手続きが必要です。  

 

 Ⅵ 関係資料に掲載し た「 Cl assi 導入事例」「 実践事例レポー

ト 」 については， それぞれ「 Cl assi 株式会社」「 株式会社リ ク ルー

ト マーケティ ングパート ナーズ」 から ， 転載許可をいただいて掲

載し ています。  

令和元年度 

文部科学省事業 

地域と の協働による高等学校教育改革推進事業（ 地域魅力化型）  
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